
H20年度 H22年度

19,529 +284
19,571

IP関連
5,669
〔29.0%〕

音声
9,112
〔46.7%〕

その他
4,747

IP関連

7,394
〔37.8%〕

音声
7,422
〔37.9%〕

その他
4,754

H19年度

20,027

IP関連
4,629
〔23.1%〕

音声
10,319
〔51.5%〕

その他
5,078

+849

▲738

+174

IP関連
6,545
〔33.9%〕

音声
8,161
〔42.3%〕

その他
4,579

H21年度

19,286▲243

+875

▲950

▲168

▲497

+1,039

▲1,207

▲330

IP関連

8,002
〔43.2%〕

音声
6,538

〔35.3%〕

その他
3,974

音声＋IP関連

14,540

〔 〕は営業収益に占める構成比

+607

▲884

▲1,056

▲779

H23年度

18,515

音声＋IP関連

14,782

音声＋IP関連

▲276

音声＋IP関連

14,949 音声＋IP関連

▲167

音声＋IP関連

+110

音声＋IP関連

14,706 音声＋IP関連

14,817

音声＋IP関連

▲75

（単位：億円）

２．営業収益の推移

営業収益

音声＋ＩＰ関連収入は、接続料のモデル変更等の特殊要素（約１５０億円）や震災影響（約１００億円）等に

より、対前年▲２７６億円の減。ＩＰ関連収入は営業収益の４割を超え、通年で初めて音声収入を上回る。

その他収入は、Ｈ２２年度に国・自治体が実施した光ブロードバンド整備の影響等による受託収入等の減

（▲５６５億円）や、レガシー系サービス収入の減等により、対前年▲７７９億円の減。
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